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「能登の岩礁生物モニタリング」とは？  

令和 6年 1月の能登半島地震および同年 9月の奥能登豪雨により、能登の豊かな自然も大きく

変化しました。今後、能登の自然が元の状態に戻るのか、または新しい状態に変わっていくのか

を科学的な方法で長期的にモニタリングすることは、能登の自然とどのように付き合っていくの

かを考えていくために欠かせない情報になると考えます。 

そこで、能登の海に関心をもつ内外の研究者を広くつなぎ、定期的に岩礁生物のモニタリング

調査を実施することで地域の方に情報発信するとともに、研究者以外の方でも参加可能なモニタ

リング体制を構築することで、能登における環境教育・自然再生の推進にも貢献できたらと考え

ています。 

＜チームメンバー（2025 年 2月 16 日現在）＞ 

上野裕介（石川県立大学）／豊田賢治（広島大学） 

岩﨑藍子（東北大学） 

東出幸真・荒川裕亮（のと海洋ふれあいセンター） 

浦田慎・佐藤崇範（能登里海教育研究所） 

NPO 法人いしかわ生物多様性ネットワーク ほか有志 

 

能登半島でのモニタリングに向けた予備調査について 

同じ地点を長期的にかつ効果的にモニタリング調査していくためには、調査地の選定が重要に

なります。そこで、地震による海岸の隆起の程度や過去の調査記録などから事前に選定した能登

半島外浦の 7海岸において、モニタリング地点へのアクセスや波当たりなどの安全面などを確認

するための予備調査を、以下のスケジュールで行いました。 

＊本調査は海上保安署や地元漁業協同組合など、関係各所に事前に連絡をしたうえで実施しています 

＜調査スケジュール＞ 

2025 年 2月 15 日（土） 調査した海岸 赤住（志賀町）／鹿磯（輪島市） 

参加者 上野、豊田、岩﨑、東出、荒川、佐藤、 

角田（学生）、森川（学生） 

2 月 16 日（日） 調査した海岸 光浦、曽々木（輪島市）／長橋、木ノ浦、狼煙

（珠洲市） 

参加者 豊田、岩﨑、東出、荒川、佐藤、角田（学生） 



＜予備調査の様子＞ 

 初日は、よく晴れて波も穏やかな調査日和。隆起がほ

とんど見られない志賀町の赤住海岸と、4m ほど隆起した

鹿磯海岸で予備調査を行いました。また、鹿磯海岸では

定期的に調査を実施するために 25cm 四方の「永久方形

区」（定期的に同じ場所の記録を正確に取れるよう目印

をつけた区域）を 15 点（5 地点（岩礁）×潮位に応じて

3 点）設定しました。 

 2 日目は、前日より多少波と風があり曇空でしたが、

徐々に天気も持ち直して、予定通り光浦、曽々木、長

橋、木ノ浦、狼煙の各海岸（1～2m ほど隆起）で予備調

査を実施することができました。前日の 2海岸を含め、

どの地点でも安全に調査を実施することができそうな岩

礁を選定することができました。 

 次回調査（4月前半を予定）では、いよいよ全海岸へ

の「永久方形区」設置作業となります。 

調査候補海岸の現状を確認（曽々木海岸） 調査に適した岩礁の選定（狼煙海岸） 

「永久方形区」の設定（左）および記録（右）（鹿磯海岸） 

予備調査を行った海岸の位置（黄丸印）
（「だいち 2 号」の観測データ（解析：国土
地理院 原書データ所有：JAXA）
（https://www.gsi.go.jp/common/00025583
4.jpg）を加工して作成） 
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